
平成27年度
当初予算 当初予算 前年比 当初予算 前年比

議会費 110,426 108,615 △ 1.6 109,803 1.1
総務費 1,338,446 1,359,097 1.5 1,410,478 3.8
民生費 2,721,494 2,763,866 1.6 2,870,588 3.9
農林水産業費 690,783 645,430 △ 6.6 645,858 0.1
商工費 143,469 125,747 △ 12.4 121,966 △ 3.0
土木費 715,084 844,478 18.1 1,169,247 38.5

土木管理費 19,206 30,319 57.9 28,619 △ 5.6
道路橋梁費 362,235 490,640 35.4 800,083 63.1

消防費 425,672 486,585 14.3 743,029 52.7
教育費 1,302,467 1,282,434 △ 1.5 1,268,349 △ 1.1
公債費 1,419,167 1,408,310 △ 0.8 1,340,608 △ 4.8

合 計 9,814,248 10,000,373 1.9 10,998,053 10.0

平成28年度 平成29年度

主な歳出の推移 （単位：千円）

平成28年度
当初予算 当初予算 前年比 当初予算 前年比

町      税 2,453,418 2,543,164 3.7 2,564,598 0.8
町 民 税 993,475 1,041,651 4.8 1,085,284 4.2

固 定 資 産 税 1,111,421 1,151,455 3.6 1,140,392 △ 1.0
都 市 計 画 税 93,416 97,510 4.4 97,200 △ 0.3

地 方 消 費 税 交 付 金 443,168 364,154 △ 17.8 446,728 22.7
地 方 交 付 税 3,923,165 3,703,285 △ 5.6 3,928,372 6.1
国 庫 支 出 金 734,869 826,397 12.5 895,339 8.3
県 支 出 金 575,349 569,623 △ 1.0 621,041 9.0
財 産 収 入 123,644 132,967 7.5 115,310 △ 13.3
寄 附 金 2,301 5,301 130.4 1,551 △ 70.7
繰 入 金 364,245 418,303 14.8 626,602 49.8
繰 越 金 1 50,000 　 50,000 0.0
町 　　債 549,800 717,200 30.4 1,085,300 51.3

合 　　　計 9,814,248 10,000,373 1.9 10,998,053 10.0

平成29年度 平成30年度

主 な 歳 入 の 推 移 （単位：千円）

26年度 27年度 28年度 29年度
見込額 見込額 見込額 見込額 見込額 構成比

普通債（小計） 7,256,392 6,815,221 6,120,160 5,640,945 5,532,959 49.9

　（1）総　務 870,880 1,044,480 985,200 971,004 891,808 8.1

　（2）民　生 7,120 9,500  5,000 0.0

　（3）衛　生 1,000 0.0

　（4）農林水産 1,465,586 1,189,541 952,935 735,247 516,354 4.7

　（5）土　木 2,270,695 2,014,656 1,858,732 1,790,765 1,924,300 17.4

　（6）住　宅 541,310 498,391 453,722 412,552 364,010 3.3

　（7）消　防 326,952 279,211 230,503 251,426 512,618 4.6

　（8）教　育 1,772,849 1,788,942 1,629,568 1,479,951 1,318,869 11.9

災害復旧債 255,719 238,010 215,771 201,742 162,813 1.5

その他（小計） 5,783,910 5,705,881 5,620,031 5,500,555 5,381,885 48.6

　（1）減税補てん 150,764 128,092 105,048 81,550 57,737 0.5

　（2）臨時税収補てん 31,259 21,048 10,630  0.0

  (3)減収補?債 12,400 12,400 0.1

　（4）臨時財政対策 5,056,418 5,106,915 5,150,728 5,162,159 5,092,816 46.0

　（5）出資 244,485 227,370 209,697 191,446 175,332 1.6

　(6)改革推進債 300,984 222,456 143,928 65,400 43,600 0.4

計 13,296,021 12,759,112 11,955,962 11,343,242 11,077,657 100.0

地方債年度末現在高
（単位：千円）

30年度

新
年
度
当
初
予
算
の
予

算
規
模
は
表
に
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
前
年
度
比
10
％

増
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
は
、
一
昨
年
度
ま

で
は
科
目
設
定
の
一
千
円

し
か
計
上
し
て
こ
な
か
っ

た
「
繰
越
金
」
に
昨
年
に

続
い
て
五
千
万
円
を
計
上
、

さ
ら
に
基
金
繰
入
金
は
前

年
度
よ
り
二
億
円
以
上
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
土
地
開
発

基
金
か
ら
は
保
育
所
用
土

地
取
得
費
に
一
億
円
、

「
公
共
施
設
整
備
基
金
」

積
立
に
一
億
円
充
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
充
当
先
の
決

ま
っ
て
い
な
い
一
般
財
源

の
「
財
政
調
整
基
金
」
が

前
年
度
よ
り
約
一
億
円
多

く
当
初
予
算
で
取
り
崩
さ

れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け

歳
入
の
確
保
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。

地
方
交
付
税
が
前
年
度

よ
り
増
え
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
の
は
、
「
大
崎
広

域
」
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
建
設
費
が
「
震
災
復

興
」
と
認
め
ら
れ
て
特
別

交
付
さ
れ
た
も
の
で
、
普

通
交
付
税
額
の
減
少
傾
向

は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

町
債
の
多
い
の
は
、

「
大
崎
広
域
」
の
消
防
庁

舎
建
設
関
係
で
約
三
億
円
、

地
方
交
付
税
の

不
足
分
を
埋
め

る
た
め
の
「
臨

時
財
政
対
策
債
」

が
三
億
三
千
万

円
余
と
な
っ
て

お
り
、
町
の
事

業
と
し
て
の
道

路
関
係
の
起
債

が
三
億
八
千
万

円
余
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
結
果
の

「
地
方
債
残
高

見
込
額
」
は
下

の
表
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

「
臨
時
財
政
対

策
債
」
が
総
残
高
の
半
分

近
く
ま
で
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

要
な
の
か
」
等
々
の
議
論

が
あ
り
ま
し
た
。

予
算
執
行
の
段
階
で
あ

ら
た
め
て
、
し
っ
か
り
と

議
論
を
行

い
判
断
を

し
て
い
か

な
け
れ
ば

な
ら
な
い

と
思
っ
て

い
ま
す
。
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お
元
気
で
す
か
。

改
選
後
の
初
議
会
が
２
月
13
日
に
開

催
さ
れ
、
副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
で
き
る
限
り
続
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
町
政
課
題
や
問
題
点
を

お
知
ら
せ
し
改
善
に

向
け
て
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
月
会
議
は
、
３

月
２
日
～
22
日
ま
で

の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
平
成
30
年
度
予

算
を
中
心
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
「
医
療
費
助
成
」
に

一
部
負
担
を
導
入
す
る
議
案
は
否
決
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
同
様
、
「
議
会
だ
よ
り
」

と
合
わ
せ
て
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

美
里
町
議
会
議
員

我

妻

薫

号

外

前
述
の
よ
う
に
、「
大
崎
広

域
」の
事
業
費
負
担
で
「
消

防
費
」
と
右
の
表
に
は
な
い

「
衛
生
費
」
が
大
き
く
増
え

て
い
ま
す
。

道
路
橋
り
ょ
う
費
は
、
小

牛
田
小
学
校
南
の
Ｊ
Ｒ
踏

切
拡
幅
の
工
事
委
託
料
に

約
二
億
円
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

土
木
費
は
道
路
新
設
改

良
費
含
め
て
か
な
り
伸
び

て
い
ま
す
が
、29
年
度
で
は

国
庫
支
出
金
が
当
初
予
算

の
約
半
分
、
約
八
千
万
円
が

入
ら
な
く
な
り
年
度
末
に

大
幅
補
正
減
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
で
は
、
国
庫
支
出

金
を
大
幅
増
の
約
二
億
七

千
万
円
見
込
ん
で
い
ま
す

が
、
前
年
度
の
よ
う
に
年
度

途
中
で
国
の
都
合
で
減
額

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

願
う
ば
か
り
で
す
。

民
生
費
の
伸
び
の
う
ち
、

一
億
円
は
先
に
触
れ
た
と

お
り
、保
育
所
用
地
取
得
費

で
あ
り
、
特
別
委
員
会
の
分

科
会
で
も
、「
既
存
の
町
有

地
の
活
用
は
で
き
な
い
の

か
」「
全
体
で
一
万
㎡
も
必



年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度
255 243 236 228 222 215 206 203 201 198 201

内訳 一般職員 226 215 210 201 195 191 183 181 178 174 176
うち技能労務員 41 39 37 35 34 31 30 29 28 25 25

教育公務員 29 28 26 27 27 24 23 22 23 24 25
臨時職員 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

職員数推移（決算カード）

職員数

（

問
）
「
核
兵
器
の
廃

絶
と
戦
争
の
な
い
世
界
の

実
現
」
と
あ
る
が
、
「
核

抑
止
力
」
を
理
由
に
核
兵

器
を
肯
定
す
る
動
き
を
ど

う
考
え
る
か
。
ま
た
、
原

子
力
発
電
と
核
兵
器
と
の

関
係
を
ど
う
考
え
る
か
。

（

答
）
戦
争
の
な
い
世

界
を
実
現
す
る
た
め
に
は

到
底
容
認
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
ま
た
、
原
子
力

発
電
と
核
兵
器
の
ど
ち
ら

も
人
類
に
と
っ
て
生
命
に

か
か
わ
る
非
常
に
危
険
な

も
の
で
、
共
存
で
き
な
い

不
要
な
も
の
。

（

問
）
社
会
保
障
費
等

の
増
加
と
普
通
交
付
税
の

減
少
を
ど
う
考
え
、
改
善

策
は
ど
う
か
。

（

答
）
経
常
的
経
費
の

扶
助
費
が
増
加
傾
向
、
普

通
交
付
税
は
減
少
。
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
に
対

し
、
国
の
責
任
で
社
会
保

障
の
維
持
、
充
実
、
安
定

化
に
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
。

（

問
）
臨
時
財
政
対
策

債
は
い
つ
か
ら
発
行
か
、

背
景
は
。

（

答
）
平
成
13
年
度
か

ら
。
国
が
普
通
交
付
税
で

本
来
交
付
す
べ
き
金
額
が

確
保
で
き
な
い
部
分
を
町

の
地
方
債
に
。

（

問
）
平
成
11
年
の
所

得
税
と
法
人
税
の
減
税
で

地
方
交
付
税
特
別
会
計
の

縮
小
が
大
き
い
と
思
う
が
。

（

答
）
そ
の
と
お
り
。

（

問
）
行
政
サ
ー
ビ
ス

は
マ
ン
パ
ワ
ー
に
よ
る
と

思
う
が
。

（

答
）
そ
の
と
お
り
。

（

問
）
介
護
保
険
制
度

の
保
険
者
は
町
で
あ
る
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
職
員

は
減
ら
す
べ
き
で
は
な
い
。

（

答
）
基
本
的
な
考
え

は
そ
の
と
お
り
と
考
え
る
。

（

問
）
国
は
毎
年
地
方

財
政
計
画
で
人
員
縮
減
を

う
た
い
、
交
付
税
が
減
ら

さ
れ
て
る
。

（

答
）
地
方
交
付
税
の

財
源
確
保
も
含
め
て
厳
し

く
予
算
要
求
し
、
要
望
活

動
も
行
っ
て
い
る
。
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【

編
集
後
感
】

○
「
特
別
教
科

道
徳
」

が
小
学
校
で
は
今
年
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

「
数
値
に
よ
る
評
価
は

せ
ず
、
個
人
内
評
価
に

と
ど
め
る
」

「
教
育
勅
語
は
副
読
本

等
に
含
め
て
指
導
す
る

こ
と
は
あ
り
得
な
い
」

と
の
答
弁
を
確
認
し
ま

し
た
。

●

し
か
し
、
道
徳
を
な

ぜ
教
科
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
。
教
科

書
の
内
容
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

「
個
人
の
内
面
に
ま
で
」

教
育
の
名
の
下
に
踏
み

込
む
こ
と
が
危
惧
さ
れ

て
な
り
ま
せ
ん
。

○

自
衛
隊
の
幹
部
が

国
会
議
員
を
公
道
で
罵

倒
す
る
事
態
ま
で
出
て

き
ま
し
た
。「
武
器
を

持
っ
た
」
実
力
組
織
が

暴
動
す
る
よ
う
な
悲
劇

は
繰
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

●

国
の
た
め
に
死
ね

る
人
間
を
、
と
い
う
教

育
も
繰
り
返
し
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

：
強
ま
る
危
惧
の
念
：

（

問
）
女
川
原
子
力
発
電

所
に
は
今
も
使
用
済
み
核

燃
料
が
施
設
に
入
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
さ
ら
に
増
や

す
の
が
再
稼
働
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
も
反
対
し
て

い
る
。

原
子
力
発
電
が
導
入
さ

れ
る
時
期
、１
９
６
９
年
の

外
交
政
策
大
綱
に
、「
核
兵

器
製
造
の
経
済
的
・
技
術

的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
常
に

保
持
。
掣
肘
を
受
け
な
い

よ
う
配
慮
し
、
う
ま
く
そ

の
技
術
を
保
持
」と
あ
る
。

そ
の
た
め
の
原
子
力
の

「
平
和
的
利
用
」と
し
て
原

子
力
発
電
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
確
認
し
た
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

（

答
）
そ
う
い
う
認
識
に

立
っ
て
い
る
。

「
人
員
２
・
３
万
人
純
減
、
給
与
構

造
改
革
等
に
よ
り
△
０
・
４
兆
円
」

（
平
成
18
年
度
）

「
定
員
３
・
４
万
人
純
減
、
給
与
構
造

改
革
等
に
よ
り
△
３
，
７
０
０
億
円
程

度
」

（
平
成
19
年
度
）

「
職
員
数
２
・
８
万
人
純
減
、
給
与
構

造
改
革
等
に
よ
り
△
３
，
０
４
０
億
円
」

（
平
成
20
年
度
）

「
職
員
数
２
・
４
万
人
純
減
、
給
与
構

造
改
革
等
に
よ
り

△
４
，
０
９
１
億
円
」

（
平
成
21
年
度
）

等
々
、
地
方
財
政
の
抑
制
と
し
て
職

員
数
の
減
と
給
与
の
削
減
を
促
す
内
容

を
明
示
し
て
き
て
い
る
。

さ
ら
に
、
平
成
26
年
度
か
ら

「
交
付
税
の
算
定
に
あ
た
り
、
各
地
方

公
共
団
体
の
こ
れ
ま
で
の
行
革
努
力
や

地
域
経
済
活
性
化
の
成
果
を
反
映
し
て

配
分
」
と
い
う
「
合
理
化
競
争
」
を
煽

る
こ
と
に
ま
で
交
付
税
を
利
用
。

左の表は、「決算カード」よ

りまとめた職員数の推移です。

総務省には美里町の職員の状況

はこのように報告されています。

合併後、一般職員は50人も削

減されていることがわかります。

本
町
の
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
」

は
県
内
自
治
体
で
も
い
ち
早
く
中

学
生
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
で
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
し
た
。

県
は
や
っ
と
「
３
歳
児
未
満
」

か
ら
「
未
就
学
児
」
ま
で
に
枠
を

拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
分

市
町
村
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

他
の
自
治
体
は
こ
れ
ま
で
よ
り

対
象
枠
を
拡
大
す
る
な
ど
前
向
き

の
動
き
が
強
ま
り
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
逆
に
「
初
診
又
は

初
検
に
つ
き
５
０
０
円
の
負
担
」

と
い
う
後
退
と
も
言
え
る
議
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数

で
否
決
と
な
り
、
助
成
内
容
は
こ

れ
ま
で
ど
お
り
と
な
り
ま
し
た
。


